
＊すこやかネットは中学校区を単位とした「学校」「家庭」「地域」のネットワークです。

クリーンアップ 2013 

 

  

 

 

またひとつ街が 

きれいになった！！  

     井川地域教育協議会会長 

校区クリーンアップ大作戦 

参加者：約 1100名！！ 

 

11 月 16 日午前８時半。クリーンアップ大作戦は、昨年と一昨年の大雨を取り返すような

晴天、天晴れでした。作戦の開始を告げるのはクリーンアップ応援号の校区巡回です。九中

の校長先生がウグイス嬢を担当し、ビートルズのレットイットビー♪ When I find myself 

in my trouble, mother Mary comes to me, speaking words of wisdom "Let it be". なすがま

まに楽しく掃除をしよう、九中校区がきれいになるなら・・・の BGM をバックに「朝早く

から失礼します。本日はクリーンアップ大作戦の日です。・・・１０時からおこないます」と

校区を巡りました。 

１０時前には、1000名以上の方々が４つの小学校に集まり、校区毎にクリーンアップ大作

戦を開始しました。「九中校区のみなさま、おはようございます。ただいま、クリーンアップ

大作戦を実施中です。活動に参加しているみなさん、ありがとうございます。寒い中ですが

よろしくお願いします。」♪ 

九中校区はひとつ！クリーンアップ号は、ボラ

ンティア活動をされるすべてのみなさんを、応援

しています。（右写真） 

怪訝な顔をされ通行される方もおられました

が、クリーンアップの主旨を理解され、微笑みが

えしをたくさんいただきました。また、小さな子

ども達は、ちっちゃな手を、一生懸命大きく振っ

て応援返しをしてくれました。 
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第九中学校区地域教育協議会 
事務局 豊中市立第九中 

TEL  06－6831－0751 

【 西丘小校区：みんなで拾って、きれいになーれ！ 】 

【 新田南小校区：みんなで拾えば、きれいになった！ 】 



新田 西丘 南丘 新田南 校区はひとつ 

 ～南丘小学校区編～ 

 拾う。また拾う。で拾う。落ち葉は拾っても、拾ってもキリがない。さすが落ち葉だ。南

丘の落ち葉は秋を感じさせる。拾ってもあきない。で、あるていど拾ってけりをつけた。ゴ

ミを探す。探すのに苦労するだろうと思いきや、タバコの吸い殻、アメの包み……意外と落

ちているものだ。５kgの鉄アレイが落ちていたのには、びっくりだっ

た。ジャージをくっつき虫だらけにしながら、ゴミを拾いまくった。 

 ゴミをひろって、空を見上げると太陽がまぶしい。紅葉やイチョウ

が黄金色に輝いている。秋だなぁ・・・と感じつつ小学校に戻った。 

 ゴミをゴミ集め場に置いた後、芝生の雑草抜きをした。そして、最

後に・・・お楽しみの豚汁を、みんなでいただいた。もちろん、小学

生から先に、中学生はその後で……。具だくさん豚汁が GOO！だった。

さといもが甘く、優しかった。おかわりもした。気持ちのいい土曜日

だった。 

具だくさん豚汁。優しさがたくさんつまっていた。 

 

 ～新田小学校区編～ 

主に吸い殻が多かったがカンのポイ捨ても多

かった！イカンだろ。カンに怒りをぶつける・・

いや、缶を捨てた人を憎んで、缶を憎まず。缶に

罪はない。誰かが捨てていると、僕も、私もと捨

てる人が多くなる。空き缶が捨ててあると、そこ

に捨てても目立たないだろ。なら、捨てよとなる

輩がいるのだ。草むらに突っ込んでいるゴミも多

い。隠しやがったな！遺憾だ。草をかき分けくっ

つき虫をつけながら拾う児童・生徒達・・・隠して捨てるなら堂々と捨てろ！だめだけど。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無
我
夢
中
！ 

事
務
局 

栗
林 

聡
明 

▼
今
回
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
で
は
、
千
里
青
雲
高
校

の
生
徒
を
含
め
総
勢
約
１
１
０
０
名
の
方
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
を
宝
物
の
は
い
っ
た

袋
の
よ
う
に
抱
え
て
「
見
て
！
い
っ
ぱ
い
や
」
と
は

し
ゃ
ぐ
未
就
学
児
。
兄
弟
で
協
力
し
て
ゴ
ミ
を
集
め

る
小
学
生
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
な
が
ら
拾
う
中
学

生
の
姿
も
み
か
け
ま
し
た
。
児
童
・
生
徒
に
声
か
け

を
し
な
が
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
人
の

方
々
・
・
。
老
若
男
女
み
ん
な
わ
い
わ
い
が
や
が
や
、

無
我
夢
中
、
こ
れ
だ
け
の
規
模
で
、
校
区
い
っ
た
い

で
お
こ
な
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

▼
西
丘
小
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
に
参
加
し
た
九
中

生
が
、
男
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
か
ら
、
ア
ッ

ツ
ア
ツ
の
お
芋
さ
ん
を
い
た
だ
い
た
。
ア
ル
ミ
ホ
イ

ル
を
は
が
す
と
湯
気
が
ホ
ッ
カ
ホ
カ
！
食
べ
る
の

に
夢
中
に
な
る
あ
ま
り
、
小
学
生
や
ら
九
中
生
が
、

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
や
芋
の
ゴ
ミ
？
皮
を
落
と
す
。
そ
こ

を
、
す
か
さ
ず
西
丘
小
の
先
生
か
ら
注
意
を
さ
れ
ま

し
た
。
「
落
と
し
た
ら
あ
か
ん
。
ゴ
ミ
に
な
る
か
ら

拾
っ
て
！
」
注
意
後
、
九
中
の
先
生
が
お
礼
を
言
う

と
「
う
ち
の
卒
業
生
な
の
で
、
注
意
は
当
然
で
す

よ
」
。
地
域
の
方
が
、
地
域
の
子
を
あ
た
た
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
声
を
か
け
て
く
れ
る
。

▼
こ
の
行
事
を
通
じ
世
代
を
超
え
て
地
域
の
力
が
、

つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 



 

１月１３日、世間は成人式でした。日本全国あちらこちらで成人式がおこなわれていま

した。一番光っていたのが、何はかくそう、九中体育館でおこなわれた「千里新成人のつど

い」にあったことは、世間の人にあまり知られていません。 

成人式は、新成人が、大人になったことを自覚するための「行事」ですが、２０歳を迎え

た当人達にとっては、懐かしい友、５年後の友と再会する「同窓会」でもあります。 

そのおもいを実現してあげよう！と九中校区在住の２０歳の方を対象に、公民分館を中心

とした地域の方、同窓会が中心となって企画したのが、第１回「千里新成人のつどい」でし

た。（上写真） 

浅利豊中市長がサプライズでこられ「豊中に誇りを・市政に参画を」と優しく微笑んで、

直接新成人にメッセージを届けてくださり、また、地域の人たちが明日の九中校区を担う若

者達をあったか手作り満載の企画で祝福をしました。 

 

 

―九中校区一斉あいさつ運動―

通学路の銀杏並木が黄色く色

付き、落ち葉が舞う頃、今年も九中校区一斉あいさつ運動が始

まりました。12 月 2 日～ 心の通う町づくりをめざすため、

校区の小学校や中学校の PTA委員さんや健全育成会、地域教育

協議会の方々が通学路に立って「おはようございます～。」とよ

びかけてくれました。あちらこちらで、小学生や中学生を見守

って下さってくれています。千里青雲高校生も。（右写真）  

千里新成人の集い 



―非行少年の健全育成と社会復帰を目指して― 

～ 少年院の取り組み ～ 

 『全人格的関わりのなかでの育てなおしである』 

11 月 29 日。九中校区保護司会 ・健全育成会・地域教育協議会主催の家庭

教育講演会が九中体育館でおこなわれ、講師には、浪速少年院の重松弘院長先

生をお招きしご講演いただきました。地域や校区小中学校の保護者の方約３０

０名が耳を熱心に傾けました。 

重松先生は・・・「少年院は罰するところではありません。少年法に基づき、

どうやったら少年の健全育成に結びつくか、教育をし、個別の処遇計画をたて、

反省も含めて問題が解決できるかどうかを判断してから、出院させるのです。 

保護観察処分の対象者が再犯す

る率は、有職者より無職者のほうが

５倍も高い。だから、就労支援の充

実が大切です。手に職をつける、資

格をとらせることもします。また、

出院者にきてもらっての講演も効果

があります。自分たちの先輩ですか

ら説得力があるのは当然ですが。 

 

 少年院の本質は『全人格的関わりのなかでの育てなおしである』と私は思い

ます。教官達は、自分たちが最後のとりでだということを知っており、背水の陣で、２４時

間教育にあたってくれています。育てなおしの基本は、例えば、ならぬもんはならん（父性

的なもの）とすべてを受け入れる（母性的なもの）この２つのバランスがとても重要だと考

えます。」  院長先生は、最後に「我が子を非行化させる秘訣十カ条」を提示してください

ました。反面教師にしたいものです。（左上：十カ条のうちの第七条） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
７
条
・
・
・
何
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば 

必
ず

他
人
の
せ
い
に
す
る
よ
う
訓
練
す
る
べ
し
「
う
ち
の
子
に
限
っ

て
」
の
強
い
信
念
の
下
、
親
自
ら
他
罰
的
に
ふ
る
ま
う
こ
と 

発
見 

 

西
丘
保
育
所 

▼
「
こ
っ
ち
に
発
見
！
」「
小
さ
な
の
み
～
つ
け
た
！
」

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
で
は
土
曜
保
育
に
来
て
い
な

い
親
子
も
合
流
し
て
西
町
公
園
周
辺
ま
で
ご
み
を
回

収
。
日
頃
の
ご
み
集
め
当
番
活
動
と
重
ね
合
わ
せ
な
が

ら
一
生
懸
命
で
し
た
。
そ
ん
な
西
町
公
園
の
ま
わ
り
に

も
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
、
他
府
県
か
ら
転
勤
で
引
っ
越

し
て
来
ら
れ
る
方
が
年
々
増
え
て
き
ま
し
た
。「
引
っ
越

し
て
き
た
ば
か
り
で
こ
の
辺
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま

せ
ん
」「
お
友
達
を
作
り
た
い
で
す
」
初
め
て
保
育
所
の

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
し
プ
レ
イ
ル
ー
ム
を
訪
れ
る
地

域
の
親
子
さ
ん
は
、
や
や
緊
張
気
味
だ
っ
た
の
が
、
保

育
所
の
子
ど
も
達
と
の
出
会
い
や
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
の

出
会
い
で
ど
ん
ど
ん
気
持
ち
は
ほ
ぐ
れ
「
ま
た
遊
び
に

き
ま
す
」
と
言
っ
て
笑
顔
で
帰
ら
れ
ま
す
。 

▼
職
場
体
験
学
習
で
来
た
第
九
中
学
校
の
お
兄
ち
ゃ
ん

や
姉
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
っ
た
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
は

そ
れ
以
後
も
「
保
育
所
に
来
る
途
中
で
ま
た
会
え
た
。

ま
た
遊
び
た
い
な
ぁ
」
と
喜
ん
で
教
え
て
く
れ
ま
す
、

過
去
子
育
て
支
援
事
業
に
参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん
が
、

子
ど
も
さ
ん
が
幼
稚
園
に
入
園
さ
れ
た
の
を
機
に
「
今

度
は
自
分
が
子
育
て
を
応
援
し
た
い
」
と
０
歳
児
サ
ー

ク
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
子
ど
も
や
大
人
、
人
と
人
が
互
い
に
知
り
合
い

つ
な
が
り
を
紡
ぐ
役
割
を
校
区
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
保
育
所
が
担
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 


